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同意を得た方のお名前を掲載しています。
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人の動き
2 月 1 日現在、（ ）は前月比

◆人　口　26,536 人� （－ 34人）

　　男　　12,698 人� （－ 26人）

　　女　　13,838 人� （－ 8人）

◆世帯数　10,980 世帯�（－ 5世帯）

◆増減（ ）は令和 5年 1月からの累計

　出生14人（14人）・死亡27人（27人）

　転入63人（63人）・転出84人（84人）

初めまして。昨年10月に矢巾町地域おこし協力隊
に着任した岩

い わ く ま

隈淳
あ つ き

樹です。ここで改めて、自己
紹介をしたいと思います。
　私は東京出身で、農業高校や専門学校で学んだ農業
や切り花、商品知識などを生かし、卒業後は生け花専
門花材の店舗などに勤務しました。その後は独立し、
都内飲食店の装花や個人宅の庭木管理・施工、地域の
マルシェやマーケットでの販売を実施。これまでの仕
事の中で、花材の産地にも足しげく通った他、鉢花の
競り買いなど、専門的な知識や経験を積むことができ
ました。
　私が初めて地元を離れ、岩手に来るきっかけになっ
たのは、同じく協力隊に着任した妻・綾菜との出会い
です。昨年、移住を決めてから、気付けば未踏の地で
の生活に希望と期待がふくらんでいました。
　今、初めて岩手の冬を過ごす中で、山と川とが近く、
自然に溢れた矢巾町を感じています。初めての大雪や
事あるごとの雪かき、林の中を駆けるキツネ、雪上の

動物の足跡―。その全てが新鮮で未知の体験、東京で
暮らしていたら経験できない出合いばかりでした。
　そんな自然との暮らしについて、もっと皆さんに
も近くなるようなことを提供できないかと思い、昨
年12月から1月まで公民館で巨大なクリスマスリース
や、その土台を使用した正月飾りを制作。1月には、
「二十歳の集い」に併せて自由に写真が撮れるフォト
ブースも設置しました。
　3月は夫婦ともにイベントを企画しています。これ
からも季節のお祭りなどに合わせて、植物を使用した
素敵な何かを提供・発信していきたいと思います。

地域おこし協力隊
岩隈夫妻のインスタグラム

よろしくお願いします！

地域おこし協力隊通信　Vol.49復活復活

▼問い合わせ
役場企画財政課

（☎611-2721）
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